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中学校卒業予定者数の推移
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公私立高等学校数【課程別】
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（ R6全日制・定時制課程）

（ R6通信制課程）

課程 県立 市立 私立 合計

全日制
学年制 46 2 21 69

単位制 4 - - 4

定時制 8 - - 8

合計 58 2 21 81

課程 県立 市立 私立 合計

通信制 1 0 4 5

定時制 8

県/通信 1

私/通信 4

県/学年 46

県/単位 4 市

2

私立 21

全日制 73

学校数

定時制 通信制（県立） 通信制（私立）
県立（学年制） 県立（単位制） 市立
私立



県立高等学校数【課程・学科別一覧】
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普通科：１８校 専門学科：１６校 普通科と専門学科：１４校 総合学科：２校

（ R6全日制課程）
１学級（分校） ２学級 ３学級 ４学級 ５学級 ６学級 ７学級 ８学級 ９学級 １０学級

倉岳 小国（連携型） 八代清流 宇土（併設型） 玉名（併設型） 済々黌

五木分校 八代（併設型） 人吉 熊本

天草

岱志 鹿本 大津 第一 第二

熊本北

東稜

泉分校 鹿本農業 菊池農業 熊本農業

八代農業

芦北

小川工業 玉名工業 八代工業 熊本工業

球磨工業

天草工業

商業科 熊本商業

湧心館

北稜

鹿本商工

高森 甲佐 松橋 菊池 御船 阿蘇中央 熊本西

矢部 八代東 南稜 水俣 天草拓心

球磨中央

上天草

総合学科 ー 牛深 翔陽

合計数 50 3 2 7 7 7 7 7 1 5 4

学科・コースあり

第１学年学級数（R6）

普

通

科

専

門

学

科

専

門

学

科

普

通

科

と

普通科のみ

農業科

工業科

複数の学科

ー



県立高等学校数【課程・学科別一覧】
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普通科：４校 専門学科：２校 普通科と専門学科：１校 総合学科：１校

（ R6定時制課程）

１学級 ２学級 ３学級

岱　志

玉　名

人　吉

天　草

熊本工

商業科 水　俣

湧心館

総合学科 ー 八代工

合計数 8 6 1 1

専

門

学

科

普

通

科

と

ー

専

門

学

科

第１学年学級数（R6）

普

通

科

普通科のみ

工業科



県立高等学校の生徒募集定員【課程・学科別】
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（R6全日制課程）

全国との比較
・農業系学科の割合が高い（約３倍）
・総合学科の割合が低い（約1/2）

普通系学科

56.0%

農業

12.0%

工業

16.0%

商業

9.8%

家庭

1.1%

水産

0.4%

福祉

1.1%
総合学科

3.6%
R6熊本県

普通系学科

68.5%

農業, 4.1%

工業, 

10.0%

商業, 7.3%

家庭, 1.2%
水産, 0.5%

看護, 0.2%
福祉, 0.4%

情報, 0.1%その他, 

0.2%

総合学科, 

7.6%
R6全国



県立高等学校の生徒募集定員【課程・学科別】
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（R6定時制課程）

募集定員 割合

200 45.5%

工業 120 27.3%

商業 40 9.1%

その他 40 9.1%

専門学科合計 200 45.5%

40 9.1%

440 100.0%

学科

普通科

専
門
学
科

総合学科

総計

普通系学科

45.5%

工業, 10.0%

商業, 9.1%

その他, 9.1%

総合学科, 9.1%



県立高等学校（全日制）の定員充足率【推移】
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県全体の充足率は低下傾向

（１）定員充足率

（２）定員割れの実数

県全体
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生徒募集定員（人） 入学者数（人） 生徒募集定員に

対する充足率（％）

進路状況調査より
（※R6は3月時点）

H31 36 2,206

R2 38 2,475

R3 41 2,937

R4 41 2,790

R5 36 2,112

R6 39 2,415

定員割れ高校数（県立） 定員割れ人数（県立）



県立高等学校（全日制）の定員充足率【推移】
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県北学区と県南学区の充足率が70％前後と低くなっている

（１）定員充足率

（２）定員割れの実数

現３学区別
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県北学区（旧荒玉学区・旧菊鹿学区・旧阿蘇学区）

県南学区（旧八芦学区・旧球磨学区・旧天草学区）

県下全体



県立高等学校（全日制）の定員充足率【推移】
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旧学区で見ると、旧熊本学区以外の充足率が低く７０％前後で推移している

（１）定員充足率

旧８学区別
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公私立（全日制）の生徒募集定員【推移】
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新入生数の減少幅に対して、公私立ともに募集定員の削減が少ない



公私立（全日制）の定員充足率【推移】
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特に公立高校の充足率が低下傾向

※市立高校（２校）【 】は生徒募集定員

○必由館高校：文理総合探究科【３０５人】
○千原台高校：情報ビジネス探究科、健康スポーツ探究科【１６０人】

募集定員(R6県全体)
17,590人

中学卒業者数
(R6.3月)
16,332人
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【出典】高等学校教育の在り方ワーキンググループ参考資料

全国



第２回検討会追加分
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中学校卒業者数・高校等進学者数及び進学率【推移】

16※学校基本調査等を基に熊本県作成
注）進学者：高校各課程・高等専門学校・特別支援学校への進学者の合計

進学率：高校各課程・高等専門学校・特別支援学校への進学者数／中学校卒業者数

通信制
進学者
数

通信制
進学率

H27 17,275 17,122 99.1 196 1.1

H28 17,427 17,267 99.1 229 1.3

H29 16,971 16,812 99.1 225 1.3

H30 16,741 16,607 99.2 277 1.7

H31 16,344 16,212 99.2 323 2.0

R2 16,156 16,013 99.1 364 2.3

R3 15,710 15,386 97.9 454 2.9

R4 16,036 15,900 99.2 572 3.6

R5 16,527 16,319 98.7 708 4.3

R6 16,332 16,139 98.8 816 5.0

卒業年
参考

卒業者数 進学者数 進学率

【過去１０年の状況】 単位：人、％
（％）（人）



高校（公私立・全日制定時制）の学校数及び生徒数【推移】
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（出典）令和５年度学校基本調査結果（熊本県分（確定値））
Ｒ５ 県立・市立 私立 計

学校数 ５２ ２１ ７３

生徒数 ２６,９５１ １６,３３５ ４３,２８６



高校（公私立・通信制）の学校数及び生徒数【推移】
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（出典）令和５年度学校基本調査結果（熊本県分（確定値））注）R5学校数内訳：県立１、私立４



旧学区別流出入状況（全日制 公立・私立・高専）
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県内進学
熊本学区 宇上学区 荒玉学区 菊鹿学区 阿蘇学区 八芦学区 球磨学区 天草学区 県　外 合計

熊本学区 8,720 1,107 12.7% 6,836 202 78 558 27 83 7 6 146 7,797

宇上学区 1,390 856 61.6% 709 425 5 11 11 85 1 2 32 1,249

荒玉学区 1,266 430 33.7% 158 0 706 38 4 0 0 2 228 908

菊鹿学区 1,332 521 39.1% 408 3 41 695 22 12 4 3 28 1,188

阿蘇学区 438 267 61.0% 151 1 7 74 135 6 2 1 25 377

八芦学区 1,505 292 19.4% 179 41 5 14 0 1,100 3 5 45 1,347

球磨学区 798 111 13.9% 41 0 8 2 3 17 607 0 40 678

天草学区 883 247 28.0% 171 6 4 16 2 13 2 579 33 793

県外流入 563 175 4 136 71 27 143 4 3

合　　　計 16,332 3,831 23.5% 1,992 257 284 784 96 359 23 22 577

R6 中卒者数 流出数（割合）
県外含む
流　　　　出　　　　先

他学区から県央学区への流入数（県外除く） 1,159



高校（公私立・全日制定時制）の進路別卒業者数【推移】
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大学等（短大等含む）進学率：４９％（全国 ６０.９％）
卒業者に占める就職者の割合：２３％（全国 １４.４％）

（出典）令和５年度学校基本調査結果（熊本県分（確定値））

Ｒ５.３卒



高校（公私立・通信制）の進路別卒業者数【推移】
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大学等（短大等含む）進学率２３％、就職率１４.７％

（出典）令和５年度学校基本調査結果（熊本県分（確定値））注）各区分の定義は２０ページ参照

Ｒ５.３卒



高校（公私立・全日制定時制）卒業後の県内就職率【推移】
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Ｒ５年度県内就職率：６６．１％

県全体（公・私立）

（％）

※文部科学省「新規高等学校卒業者の就職状況に関する調査」に基づき熊本県作成



本県における人口動態
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Ｒ４年１０月～Ｒ５年９月：２０～２４歳が他県への転出数が最も多い

※熊本県の人口（熊本県推計人口
調査結果報告）を基に作成

【参考】

H10年10月時点の０歳人口

県全体 熊本市 熊本市以外

17,411 6,892 10,519

Ｒ5年10月時点の25歳人口

県全体 熊本市 熊本市以外

13,995 8,024 5,971

▲3,416 1,132 ▲4,548

２５年後



大学入試における総合型選抜及び学校推薦型選抜の割合【推移】

24

Ｒ５年度：全入学者に占める総合型選抜及び学校推薦型選抜の割合は５０.７％

（％）

（出典）文部科学省「令和５年度国公私立大学・短期大学入学者選抜実施状況の概要

【総合型選抜の実施状況（大学）】

【学校推薦型選抜の実施状況（大学）】

注）（ ）はそれぞれの全体数に対する割合

R4：49.7％ R3：48.7％



県立高校に対する地域からの支援例
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Ｒ６年度の主な支援
■包括協定に基づいた連携・協力

■魅力化に関する事業（探究活動への支援等）

■寮の開設・運営

■公営塾の開設・運営

■専門教育の充実に関する支援（講師謝金等）

■学校への支援金

■地域みらい留学に係る経費負担

■部活動に関する費用補助

■入学金、教科書購入費、通学定期代等補助

■地元就職祝い金、国公立大学進学祝い金 など

※熊本県まとめ 【取組例：地元市町村や企業等との連携】

高森高校

高森町

(株)コアミックス

授業や部活動を支援

高森町×㈱コアミックス×高森高校×県教委

熊本県教育委員会

高森町
町営学生寮 の整備や
マンガ機材等の支援等

R3.9 連携協定締結

公立では全国初！
Ｒ５高森高校にマンガ学科設置



第３回検討会追加分
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「普通教育を主とする学科」の弾力化（普通科改革の意義・概要）

文部科学省 Ｒ６普通科改革支援事業公募資料より



■総合学科とは
・普通科…５教科（国数英理社）を中心に学ぶ。
・専門学科…農業、工業、水産、家庭、看護、情報、福祉、理数、体育、音楽、美術、外国語、国際等の専門科目も学ぶ。
・総合学科…普通科と専門学科両方の要素を併せ持つ。幅広い選択科目から自分で選択して学ぶことができる。

＊翔陽高校：100を超える選択科目あり。２年次から系列（農業、工業、商業、家庭、普通）ごとの選択ができる

＊個性を生かした主体的な学習・自己の進路希望を深める学習を重視

・履修希望者数によって職員の業務量が左右され、調整しづらい 希望者ゼロで開講しない科目もあれば、2クラス必要になる科目も

・選択科目を充実させるための教員確保

■成果（翔陽高校）
・科目選択の自由度が高い → 就職から進学まで幅広い進路希望に対応したカリキュラム編成可能

・探究的な学習をカリキュラムの中核に → キャリア教育を軸とした３年間の学びをマネジメント
科目「産業社会と人間」「総合的な探究の時間」

★ 近年の入試倍率 → 前期選抜（R7：2.53 R6：2.54 R5：2.58） 後期選抜（R7：1.41 R6：1.36 R5：1.54）

参考：R5.12月調査

■課題（翔陽高校）参考：R5.12月調査

総合学科（熊本県立翔陽高等学校）

28



〇市町村とともに、県立高校における地域との協働体制(高校魅力化コンソーシアム)の先導モデルを構築し、

その知見等を県内で広く共有することで、地元市町村等と力を合わせた県立高校の魅力づくりを実現させる。

Ｒ７当初予算額24,000千円新

一市町一校(4校)：天草市(牛深高)、御船町(御船高)
山都町(矢部高)、あさぎり町(南稜高)

一市複数校(1校)：玉名市(玉名高、玉名工業高、北稜高)

複数町一校(1校)：小国町・南小国町(小国高)

＜期待できる効果＞

①属人的ではない、持続可能な地域との協働体制構築

②地域課題の共有、地域資源の有効活用による高校の

魅力化や地域が求める人材の育成 など

29

【熊本県】高校魅力化コンソーシアムモデル構築支援事業

＜想定市町村（６枠）＞

○○○○○○

○○○ ○○○

地元
企業

地域
住民

保護者

事務局

小・中
学校等

地元
市町村

高校

コーディネーター

高校魅力化コンソーシアム

学校運営の基本方針：学校、市町村、関係団体の代表等で策定

学校運営・教育活動：学校、市町村、関係団体の構成員等で
魅力ある学校づくりに向けて協働



学校と地域との協働によって、県立学校の魅力や強みを徹底的に磨き上げ、それを積極的に発信することで県内外

からの志願者を増やし、学校や地域の活性化を目指す取組 → 運営組織：学校魅力強化委員会

好循環を目指す

９校を指定
（SAGAコラボレーションスクール）

○学校魅力化アドバイザー（全９校に伴走支援）
地域・教育魅力化プラットフォーム

○学校魅力化コーディネーター（５校に配置）
学校と地域のコーディネート機能を担う
➀探究学習の学習機会づくり ➁地域住民や地元企業の高校生に関わる機会づくり
③SNSを活用した情報発信、広報活動 ④県外募集のための説明会でのPR活動

【先進事例】高校魅力化コンソーシアム
佐賀県教育委員会（Ｒ３～）

「唯一無二の誇り高き学校づくりプロジェクト」
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道立高校の小規模校化や広域分散型という地域特性を踏まえ、北海道有朋
高校内に「北海道高等学校遠隔授業配信センター（Ｔ－ｂａｓｅ）」を開
設（令和３年４月）。小規模校の魅力化を図っている。

道としての取組に遠隔授業も位置づけ

R6年度：31校（地域連携校29校、離島2校）
※道立高校の数：189校（R6.4.1現在）

その他の先進事例
高知県：配信センターと学校間の併用。県の中山
間地域振興施策に遠隔授業が位置づけられてい
る。教育委員会だけの取組ではない。

長崎県：R7.4月に「長崎県遠隔教育センター」開
設予定。離島半島部の小規模校への遠隔授業、学
校の枠を超えた多様な学び提供（R6に韓国語入門
講座、公務員試験対策講座を試行）。 Tele Teaching（遠隔授業を）

Tied Triangle （配信センター、受信校、道教委の三者がしっかりと結び付い
て）Tonden base （屯田から配信する拠点）

北海道教育委員会（Ｒ３～）

T-ｂａｓｅ（配信センター）からの授業配信【先進事例】遠隔授業
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